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目的・背景目的・背景

● 負極、正極

・XPSによる結合状態解析、付着物分析

・Ramanによる結晶構造解析

・NMRによるイオン挿入サイトの構造解析

・ESRによる電子状態解析

● 電解液

・Raman、IR、NMR、テラヘルツ分光法による

結合状態および配位状態解析、分解挙動解析

LIB・キャパシタ構成材料の充電、放電状態の解析、化学的劣化メカニズムの解析に対応いたします。

● エネルギーデバイス関連材料の開発では、反応メカニズム解明のための解析技術が求められています。

● 電池内の状態を把握するための不活性雰囲気での構造解析の他、LIB電極充放電サイトの構造情報、

挿入イオンの電子状態、電解液の配位状態等の評価法も検討しています。

●「知りたい情報」を得るための解析手法を探索し、材料開発へ役立てます。

●LIB開発に必要な情報を得るための、新しい解析技術の開発をめざします。

材料開発に活かす解析技術
－LIB開発のために－

LIB充放電試験

グローブボックス中でのセル解体

表面組成・酸化状態

XPS、AES Raman

微小部結晶構造

・イオン挿入サイトの状態
・対象：固体
・低温（-100℃）測定
・他核種の測定も可能

存在状態

7Li-NMR

Transfer vessel

サンプル設置

不活性雰囲気セル

配位状態

電子状態

ESR

テラヘルツ分光法

・不対電子（格子欠陥、
ラジカル）の状態評価

・対象：固体、液体

不活性雰囲気での
試料導入

顕微ラマンによる
電極材料1粒ずつ
の構造解析

電極表面の付着物分析
電極材料の酸化状態

・水素結合、ファンデル

ワールス力、イオン間

相互作用の評価

・対象：有機物、無機物、

固体、液体

NMR

・配位状態の評価

・対象：固体・液体

●充放電工程での化学的状態変化を初期状態と比較する事で、二次電池の劣化要因を究明します

●反応機構を推定し、検証のためのモデル試験

にも対応します。

●複数の手法を組合わせて、解析精度を高めます。

性能向上のための材料処方等や、劣化原因解明と対策

のご提案も行います。
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